インフルエンザワクチン、新型コロナワクチン定期接種について
皆さんに知っていただきたいこと

海老名中央医院院長　内山喜一郎

今年（令和8年）は、夏の暑い時期からインフルエンザの流行が始まっています。厚生労働省の方針変更をうけて、各自治体はインフルエンザワクチン接種の開始日を10月1日から9月中に前倒ししました。海老名市では、9月25日（金曜日）から接種開始と発表され、当院でも、9月25日からインフルエンザワクチン接種を開始いたしました。（予約不要。詳細はホームページまたは院内掲示をご覧ください。）

一方、百年以上前から毎年流行を繰り返すインフルエンザに対して、数年前に世界中で大流行を起こした新型コロナワクチンについては、あまり関心が高まっていません。心配です。当院に来院する患者さんからも「インフルエンザワクチン接種はいつから始まりますか？」との質問はしばしば受けますが、「新型コロナワクチン接種はいつからですが？」とお聞きになる方は、ほとんどいません。

当院ホームページに掲載した「日本感染症学会・日本呼吸器学会・日本ワクチン学会」三学会連名の資料（2026年度の新型コロナワクチン定期接種に関する見解－概要版－）をご覧ください。高齢者に対して新型コロナウィルス感染症は、インフルエンザよりも遙かに高い重症化率と死亡率を示しています。インフルエンザワクチン接種はもちろん大切ですが、それ以上に新型コロナワクチン定期接種も高齢者には大切なのです。

令和8年、日本では5種類の新型コロナワクチンの使用が厚労省から認められています。
5種類の新型コロナワクチンのうち、どのワクチンでも効果や副反応はほとんど変わりません。つまり、どのワクチンを接種してもかまいません。詳細を知りたいときは、先ほど述べた学会の概要版を参考にするか、かかりつけ医に質問してください。

当院ではこの5種類全てを用意することはできません。昨年まで使用していたファイザー製のコロナワクチン（コミナティ）に加えて、今年はMeiji Seika ファルマ社の“コスタイベ”も用意しました。その理由は、接種後に体内にできる抗体（簡単にいうと抵抗力）の持続期間の違いです。コスタイベ”は科学的データで、1年間の持続が確認されています。コミナティもコスタイベもどちらも筋肉内注射であること、副反応も双方でほとんど変わりありません。詳しい説明は、担当医師にお聞きください。
